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中
嶋
嶺
雄（
東
京
外語大
教
授）

井「

一
戸
』

鄭

義
著

藤
井
省
三
訳

かしよ事
『
河
湾』
（
蘇
瞬
間服・
王
魯
湘
作）
の

第
二
部
に
本
容
の
著
者
が
霊
場
し
て

注
目
さ
れ
た
が、
こ
こ
に
訳
出
さ
れ

た
原
作
は、
さ
ら
に
密
度
の
護
い
筆

致
で
「
古
井
戸」
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ

や
農
民
間
士の
い
さ
か
い、
つ
ま
り

「械闘」（一
種の
「武闘」〉
の
場
面

な
ど
を
伝
え
て
い
て
臨
湯
感
に
あ
ふ

れ
で
い
る。

こ
の
作
品
に
つ
い
ての
解
説
は、

訳
者の
藤
井
省
三
氏
が
専
門
家
の
立

場
か
ら
見
事
に
な
さ
れ
て
い
る
の

で、
こ
こ
で
蛇
足
を
加
え
る
必
要
は

な
い
で
あ
ろ
う
が、
次の
二
点
を
あ

え
て
指
嫡
し
て
み
た
い。

天
安
門
事
件の
悲
劇
を
結
束
し
た

よ
う
に、
中
国
農
村
に
は
牢
固
と
し

中
国
の
民
主
化
運
動
は、
所
詮、
学

て
変
わ
ら
ぬ
迷
信
や
因
習
が
支
配
し

生
や
知
識
人
の
運
動
で
あっ
て、
人

て
い
る。
そ
の
中
で
文
化
大
革
命
以

口
の
八
割
を
占
め
る
農
民
は
動
か
な

後
の
世
代の
農
村
青
年の
生
活
実
態

かっ
た
し、
従っ
て
中
国
民
衆
か
ら

が、
井
戸
に
由
来
す
る
村
の
正
統
な

浮
き
上っ
た
運
動
で
し
か
な
かっ
た

家
系
を
受
けつ
ぐ
孫一
族
の
主
人
公

で
は
な
い
か、
と
言っ
た
解
説を
耳

・
孫
旺
泉と、
彼
と
の
結
婚
が
許
さ

に
す
る
こ
と
が
あ
る。
そ
の
よ
う
な

れ
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
女
性・
飽

意
見
は、
中
国
民主
化
運
動
の
綾
近
・
巧
笑
と
の
恋
愛
を
中
心
に
描
か
れ
て

の
到
違
点
を
ほ
と
ん
ど
見
極め
て
お

い
る
の
だ
が、
脇
役
の
村
の
共
産
党

ら
ず、
中
国
の
新
し
い
知
識
人
た
ち

書
記・
孫
徳
昌
も、
従
来
の
中
国
の

の
鋭
い
問
題
意
識
と
苦
悩
を
十
分
に

小
説
と
異
なっ
て、
党
員
で
あ
り
な

見
す
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か。

が
ら
党
の
政
策
に
も
懐
疑
す
る
両
義

制脚
義
は、
まっ
た
く
新
し
い
タ
イ

的
な
タ
イ
プ
の
人
物
と
し
て
箔
か
れ

プ
の
農
村
小
説
『
古
弁
戸』
（
原
題

て
お
り、
そ
れ
だ
け
に
リ
ア
リ
テ
ィ

「
老
弁」〉
で、
中
国
農
村
の
伝
統
と

を
もっ
て
い
る。

土
省の
閤
の
な
か
に
輝
く一
筋
の
光

こ
の
小
説
は、
す
で
に
映
画
化
さ

明
を
照
射
し
て
い
る
と
思
う。
一
九

れ
て
わ
が
国
で
も
話
題
を
集
め
こ

そ
の一
つ
は、
こ
の
小
説が
か
っ

七
九
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
山
西
省

九
八
七
年の
東
京
国
際
映
画
祭
グ
ラ

て
五
0
年
代の
越
樹
理
や
周
而
復
さ

の
辺
境
の
農
村
を、
村
に
散
在
す
る

ン
プ
リ
受
賞）、
ま
た
同
様
に
話
題

ら
に
は
王
蒙
ら
に
代
表
さ
れ
る
当
時

古
井
戸
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
を
通
じ
て

を
呼
ん
だ
テ
レ
ビ・
ド
キュ
メ
ン
ト

の
新
潮
流
の
農
村
文
学、
党
員
文
学

描
く
こ
と
に
よっ
て、
中
国
の
農
村SFμ九

回
附

と
も、
ま
た、
文
革
直
後
に
流
行
し

も
農
民
も
少
し
も
変
わ
ら
な
い、
と
一

品吋

幽
ω
た、
い
わ
ゆ
る
「
傷
痕
文
学」
と
も

い
っ
た
見
方
に一
つ
の
反
涯
を
提
供
一

副
価
異
な
り、
中
国
社
会
の
同
時
代
史
的

自

踊定

し
て
い
る
の
だ。

副
駅
一
断
面
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
抜
き
で
箔

も
と
よ
り、
こ
の
小
説
の
舞
台
で

園
版
き
切
る
こ
と
に
よっ
て、
作
品
の
重

－出

あ
る
老
井
村
が
そ
の
断
面
で
も
あ
る

温
C
み
を
か
えっ
て
増
し
てい
る
こ
と
で
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 『

悲
情
城
市』
の
手
法

鄭4量
．“‘ヨ島、全

国

語

「／

国

あ
る。
こ
の
点
で
は
台
湾
の
注
目す

円B
院y
ィ
ア」
と
は
鹿北
高のOB
が
幽

べ
き
映
画
『
悲
情械
市』
で
脚
光
を
泊amn
｝

中心の、慶
尚道
出
身の
政・官
耳

浴びた侯
喜監督の手法にも通
マ
個入
箪財界のエリート腐のこ
時

品

と3南北統了気迫の中で
訓

じ
て
い
る。

一1

画

‘、，F
気
にな
るのは
「マ
フ
ィアの
画

二
つ
は、
こ
の
作
品
の
背
景
を
な

．
，
，

？
お
Hν

同

a
，，
プリンス・
朴
哲
彦の
動向た」
薗

？

す竜王信仰や『逆さ井戸」
にま
切』・司
という鈴国事情の解説
電
61M

e、
い圃ji－－門｜

』

つ
わ
る
村
の
創
世
神
話
の
世
界
カ
活
』
「11
MM幽
・乳が
ん
をか
かえ
てき
さ
同
1

ι
’
a，r－

a
lJ
 

き
て
い
て、
中
国
農
村
の
土
俗
性
を
JF
，m町A2
る女
た
ち〈
山
中登
美
子著〉
即
f

十二分
に
感
じ
さ
せ
る
点
に
つ
い
て

ニ
ミ・
』
圃

虞必
堂
出
版・定価
130
h

副－は1ト臨且園口内／文従が、乳がんで
画
U

で
あ
る。
毘
命
山
の
女
鍋
兄
妹
の
神
er
r－
u
E

・

副

l－

乳
房切
断術
によっ
て乳
房を
失
うこと
薗

α，

話
や、
多
く
の
洪
水
神
話、
泥
土
造
一セ

同

一は、
ど
ういうこ
とな
の
か。
特餓で、
面

・

人
の
神
話
な
ど
中
国
各
地
の
創
世
待
日

2F

d

－都立駒込病院で草衡をした著者自身
E’L1

話
と
は
異
な
る
世
界
を
作
者
が
と
ら
4
の
闘
病
記。
医
書
簡
閣
での「むな
し
一『

刈

え
た
こと
に、
私は
大
変
興
味
を党
Jい
闘い」
に
は、
同情と
怒
りを覚えた。
4

34

え
た。

？・
ス
タ
1・
記
！
？〈女優編〉〈男
一『

幻

こ
こ
に
は、
中
国の
現
代
文
学が
向
優編〉
〈中野怒
さ
河
出
お
傍
新社・
4F

q

到達
した
新
しい
地平が
あ
る
の
で
』定価
各
iE
0
0円／『
映
画が
好き、
h
－
十

回
ス
ター
が
好き』
と
ミーハ
ー
を
自任す
面

n旬戸

あ
り、
こ
の
よ
う
な
作ロ聞
を
世
に
贈
直

－一

町向』

回る箸者初の態幽エッセイ。両編とも圏、1k

っ
た
著
者
の、
創
作の
自
由
を
現
に
福
巻
末に
ある
尚戸
の
イ
ラストレl
h
e

抑
圧
し
て
い
る
体
制
に
未
来
は
あ
り
よF

タl
・
石川三
千子との
我田引水の対
」r

得
ま
い。

a
談『
ネマ
キ
で
キ
ネマ」は楽しめ
る。
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噛
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メ
リ
カのミ
ステリー
守
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や
はり
再熔で、
巡
れ
子の

咽

岨

J持

‘E圃骨量噌

柑
界
で
は、

こ
の数
年、

児
童
剛

！
t
除
乞
・
聞
〈

少
女
ベ
ス
は、

先
裂
の
子
の

伽虐待を素材にしたものが
〓明
；

？
震と祖母の壮絶ないじ

噛めえているが、
ポラl
ご副総44問凶、ふ邸
緩めにあっている。そんな

闘の魔術師u
ジョン・ソl
あF
川J
湖
とき当主は、
looZ

J
ル
も、

その
路
線
を
堅
持
し

ru
i－
4
3

そ

に
火
窃
で
焼
け、

放
位
し
て

一ている。近刊『因果の火』〈扶桑社
いた靴工場の再建工事を始める。『あ

一
ミステリー、定価660円〉も
同級。
の廃嘘には手を出すな」と溢言した

物語の舞台はアメリカの図舎町、笠
先代の意向を熊視して。で、怪取件、

均
人
物
の
中
心
は
女
た
ち、

展
開
は
過
去

怪
死
事
件
が：
：：
と
な
る。
お
定
ま
り
の

－刊
の因
縁話と
地
縁、
設
定、
構造ではあ
る
が、
さすがは
ソ

『

血
縁の
人

間関
係
を

l
ル、

終
盤
へ
向
け
て
異
様な
緊
猿
感
の

触
燥
に
進
む。

磁
り
上
げ
に
成
功、

読
ま
せ
る。
デ
ピ
ュ

町
を
牛
茸
る
旧
家
の

l
作
で
秀
作
の
『
暗
い
森
の
少
女』
を
述

当
主
の
再
婚
相
手
は、

想
さ
せ
る
出
来
な
の
で
あ
る。

（
図）
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(鄭義著『古井戸』(『週刊現代』1990年11月3日号-1990.11.03




